
軟部肉腫（進行・再発）　1st Line

コース目

１コース　２１日間

注 意 事 項 ： 原則、ドキソルビシン総投与量は５００mg/㎡以内とする。

投与前～投与中の心機能異常に要注意。

※記載している時刻は例です。当日の投与予定時刻ではありませんのでご注意ください。

(金)

①

　15分で点滴静注

② 生理食塩液 50mL + ドキソルビシン

　全開　10分以内で点滴静注

　※血管痛、静脈炎に注意！

③ 生理食塩液　250ｍＬ（ドキソルビシン終了後直ちに）

　全開　20分以内で点滴静注（フラッシュ）

(土) ～

身長(cm) 体重(kg) 体表面積(㎡)

ドキソルビシン（ＡＤＲ）単独療法

患者ＩＤ： @PATIENTID

患者氏名 ： @PATIENTNAME

$HEIGHT01_Doc$WHEIGHT01_Doc #VALUE!

投与ｽｹｼﾞｭｰﾙ：

使 用 基 準 ： class Ａ （次回以降 class Ｂ）

1

《使 用 薬 剤 》

ドキソルビシン（ADR)：ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ塩酸塩注射用 10mg／V、50mg／V

投与量：

薬　剤 投与量 計算値 投与量(mg) 投与日

0時15分 0mg

ドキソルビシン 75 mg/㎡ #VALUE!

<<　タイムスケジュール：開始時刻　>>

開始日； 1月1日

0時00分 生理食塩液 50mL ＋ グラニセトロン １A ＋ デキサート 13.2mg

0時25分

Day2～ 1月2日

2010年12月度化学療法プロトコール審査委員会承認：2010年12月13日

内服 デカドロン(0.5mg）16錠　２×（２）朝・昼食後
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